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MOISが（世界が）重視する探究的な学習

出典：Learning pyramid（National Training Laboratories Institute）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さんがMOISで学んでいるスタイルは、一般にアクティブラーニングと呼ばれるものです。これは、知識や技能を軽視するということではありません。学習内容の定着を高めようというものです。
（ラーニングピラミッドの説明は割愛します。）
MOISでは各教科の学習をアクティブラーニングで行うほか、様々な活動にアクティブラーニングを取り入れています。



2040年の社会に向かう教育改革

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このアクティブラーニングは、日本全国の高校でも昨年度から、中学では一昨年から正式に本格化されました。新しい学習指導要領がスタートしたからです。ただし、MOISでは開校当初から取り入れて来ました。そのため皆さんにとっては「普通の授業」に感じるでしょうが、多くの学校ではまだまだ実践に苦労しています。
（学習指導要領、アクティブラーニングの説明は割愛します。）
このアクティブラーニングによる探究的な学びによって、MOISでは入試のための知識や技能ではなく、「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」を定着させるとともに、従来の講義形式の学習では身に付けにくい「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」を伸ばし、「学んだことを人生に生かそうとする学びに向かう力、人間性など」を養っているのです。
こうして養われた思考力・判断力・表現力や、学びに向かう力、人間性などは、「忘れる」ことがありません。それは「身に付いている」のであって、「覚えている」のではないからです。



2040年の社会に向かう教育改革

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして大学入学者選抜も、「学力の３要素を多面的・総合的に評価する」形に変わろうとしているところです。１期生である５年生諸君は、日本における新しい大学入試の１期生でもあるのです。大学での学びが変わらないと社会の変化に対応していけないし、大学入試が変わらなければ、高校の授業も変わらないからです。
そうは言っても知識・技能の習得度合いに不安があると言うなら、例えばスタディサプリをやり倒すといい。それは一人でもできる学習スタイルであり、有効な自学自習です。その時に必要なのは、「人類最大の敵　めんどくさい」に立ち向かう勇気です。みんな、勇者になろう！
けれどもそうしたコツコツ覚えるような学習は、学校の時間を使って行うにはもったいない。学校では、大人数でしかできない学習で、思考力・判断力・表現力を伸ばそうと取り組んでいます。その結果、思考力・判断力・表現力は着実に伸びていることが、１・２期生の模試の分析結果から分かっています。
なお、皆さんの親の世代は以上のことを殆ど理解していません。私を含めてアクティブラーニングすら経験したことが無いし、受験勉強はコツコツカリカリやってきた世代ですから。



国が想定する2040年の社会の姿（2018）

出典：第74回全国高等学校長協会総会 文部科学省行政説明資料（2022.5.26）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした新しい学習指導要領の背景にあるのは、例えば2018年に日本政府が想定した「2040年の社会の姿」です。誰も経験したことの無い社会の姿です。ちなみに2018年はMOIS開校準備の年でした。（Society5.0、人生100年時代、人口減少、グローバル化の説明は割愛します。）
日本だけではなく、世界の各国各地域が様々な困難な課題を抱えています。そして、そうした世界を生きた経験は、やはりまだ誰にも無いのです。



MOISが（世界が）重視する探究的な学習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そうした未知の社会を生きて、よりよい世界を作っていくために、「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」「学んだことを人生に生かそうとする学びに向かう力、人間性など」をバランスよく身に付けてもらいたいと考えて、MOISのあらゆる学習活動は計画されています。



MOISが（世界が）重視する探究的な学習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各教科の学習だけではなく、MOISにおけるあらゆる活動がそうです。その点でMOISは、おそらく日本で最も進んだ取り組みだと思っています。皆さんは、まさに「挑戦する人」です。



MOISが（世界が）重視する探究的な学習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
明日から始まるポートフォリオ検討会で、皆さん自身の学習成果を保護者の方に示してあげると、探究的な学習や大学入試について、少し安心すると思います。



＜スライド１＞ 
おはようございます、校長の関田です。今日は MOIS の学習活動についてお話しします。スライドを

使いますので、参照しながら聞いてください。少し長く、20 分くらい掛かると思います。 
 
＜スライド２＞ 
皆さんが MOISで学んでいるスタイルは、一般にアクティブラーニングと呼ばれるものです。これは、

知識や技能を軽視するということではありません。学習内容の定着を高めようというものです。 
（ラーニングピラミッドの説明は割愛します。） 

MOIS では各教科の学習をアクティブラーニングで行うほか、様々な活動にアクティブラーニングを
取り入れています。 
 
＜スライド３＞ 
 このアクティブラーニングは、日本全国の高校でも昨年度から、中学では一昨年度から正式に本格化
されました。新しい学習指導要領がスタートしたからです。ただし、MOIS では開校当初から取り入れ
て来ました。そのため皆さんにとっては「普通の授業」に感じるでしょうが、多くの学校ではまだまだ
実践に苦労しています。 
（学習指導要領、アクティブラーニングの説明は割愛します。） 
このアクティブラーニングによる探究的な学びによって、MOIS では入試のための知識や技能ではな

く、「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」を定着させるとともに、従来の講義形式の学習では
身に付けにくい「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」を伸ばし、「学んだことを人生に
生かそうとする学びに向かう力、人間性など」を養っているのです。 
こうして養われた思考力・判断力・表現力や、学びに向かう力、人間性などは、「忘れる」ことがあり

ません。それは「身に付いている」のであって、「覚えている」のではないからです。 
 
＜スライド４＞ 
そして大学入学者選抜も、「学力の３要素を多面的・総合的に評価する」形に変わろうとしているとこ

ろです。１期生である５年生諸君は、日本における新しい大学入試の１期生でもあるのです。大学での
学びが変わらないと卒業後の社会の変化に対応していけないし、大学入試が変わらなければ高校の授業
も変わらないからです。 
そうは言っても知識・技能の習得度合いに不安があると言うなら、例えばスタディサプリをやり倒す

といい。それは一人でもできる学習スタイルであり、有効な自学自習です。その時に必要なのは、「人類
最大の敵 めんどくさい」に立ち向かう勇気です。（ごめんなさい、この部分を話しそびれました。） 
けれどもそうしたコツコツ覚えるような学習は、学校の時間を使って行うにはもったいない。学校で

は、大人数でしかできない学習で、思考力・判断力・表現力を伸ばそうと取り組んでいます。その結果、
思考力・判断力・表現力は着実に伸びていることが、１・２期生の模試の分析結果から分かっています。 
なお、皆さんの親の世代は以上のことを殆ど理解していません。私を含めてアクティブラーニングす

ら経験したことが無いし、受験勉強はコツコツカリカリやってきた世代ですから。 
 
＜スライド５＞ 
こうした新しい学習指導要領の背景にあるのは、例えば 2018 年に日本政府が想定した「2040 年の社



会の姿」です。誰も経験したことの無い社会の姿です。ちなみに 2018年は MOIS 開校準備の年でした。
（Society5.0、人生 100 年時代、人口減少、グローバル化の説明は割愛します。） 
日本だけではなく、世界の各国各地域が様々な困難な課題を抱えています。そして、そうした世界を

生きた経験は、やはりまだ誰にも無いのです。 
 
＜スライド６～８＞ 
そうした未知の社会を生きて、よりよい世界を作っていくために、「実際の社会や生活で生きて働く

知識及び技能」「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」「学んだことを人生に生かそうと
する学びに向かう力、人間性など」をバランスよく身に付けてもらいたいと考えて、MOIS のあらゆる
学習活動は計画されています。 
各教科の学習だけではなく、MOIS におけるあらゆる活動がそうです。その点で MOIS は、おそらく

日本で最も進んだ取り組みだと思っています。皆さんは、まさに「挑戦する人」です。 
明日から始まるポートフォリオ検討会で、皆さん自身の学習の成果を保護者の方に示してあげると、

探究的な学習や大学入試について、少し安心すると思います。 
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